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◯研究テーマ

中世スペイン史、中世地中海史が専門。とりわけ、イスラーム史とヨーロッパ中世史との狭間に位置す

る「中世後期カスティーリャ王国・グラナダ王国国境地帯における戦争と平和」の分析が現在の課題と

なっている。今後は「中・近世西地中海域におけるダイナミズム」というよりマクロなテーマに取り組

む予定であり、当該時期における西欧とイスラーム世界との接触の解明を通じ、新たなグローバル・ヒ

ストリーの枠組み策定に貢献できればと考えている。
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